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薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

中枢神経抑制剤
バルビツール
酸誘導体
フェノチアジン
誘導体等
アルコール

相互に作用を増強する
ことがあるので、併用
する場合は減量するな
ど慎重に投与すること。

本剤の中枢抑制作用
により、作用が増強
される。

モノアミン酸
化酵素阻害剤

本剤の解毒機構に干
渉し作用を遷延化し
増強する。

５％以上 ０.１～５％未満 頻度不明

過敏症注） 発疹

精神
神経系

眠気 �怠感、めまい、
頭痛

消化器 悪心・嘔吐、
口渇、食欲不振

便秘

泌尿器 排尿困難

呼吸器 喀痰喀出困難

注）このような場合には投与を中止すること。

【禁 忌】（次の患者には投与しないこと）

�緑内障の患者
〔抗コリン作用により眼圧を上昇させるおそれがあ
る。〕

�前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患者
〔抗コリン作用により排尿困難、尿閉等があらわれ
るおそれがある。〕

＊【組成・性状】
＊１．組成
本剤は、１錠中に塩酸ホモクロルシクリジン１０�を含有
する白色の裸錠である。
添加物としてステアリン酸カルシウム、トウモロコシデ
ンプン、乳糖、ヒドロキシプロピルセルロースを含有す
る。

２．製剤の性状

【効能・効果】
皮膚疾患に伴う�痒（湿疹・皮膚炎、皮膚�痒症、薬疹、
中毒疹、小児ストロフルス）、じん麻疹、アレルギー性
鼻炎

【用法・用量】
通常成人、１回１～２錠（塩酸ホモクロルシクリジンと
して１０～２０�）を、１日３回経口投与する。
なお、年齢、症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
１．重要な基本的注意
眠気を催すことがあるので、本剤投与中の患者には、
自動車の運転等危険を伴う機械の操作には従事させ
ないように十分注意すること。

２．相互作用
併用注意（併用に注意すること）

３．副 作 用
総症例１,９４１例中、３７６例（１９.３７％）の副作用が報告
されている。（再評価結果時）

４．高齢者への投与
一般に高齢者では生理機能が低下しているので減量
するなど注意すること。

５．妊婦、産婦、授乳婦等への投与
妊婦又は妊娠している可能性のある婦人には投与し
ないことが望ましい。
〔妊娠中の投与に関する安全性は確立していない。〕

６．適用上の注意
薬剤交付時
PTP 包装の薬剤は PTP シートから取り出して服用す
るよう指導すること。（PTP シートの誤飲により、硬
い鋭角部が食道粘膜に刺入し、更には穿孔をおこし
て縦隔洞炎等の重篤な合併症を併発することが報告
されている）

７．その他の注意
動物実験で血液像及び肝臓等に異常が認められたと
の報告があるので、観察を十分に行い、このような
症状があらわれた場合には投与を中止すること。
特に、長期又は大量投与は避けること。

【臨床成績】
臨床効果
一般臨床試験において、湿疹（急・慢性、乾燥性、貨幣状、脂漏
性）皮膚炎（急性、接触性、アトピー性、神経性）、皮膚�
痒症、中毒疹、小児ストロフルス、じん麻疹等に対しての
有効率は６８.９％（９１８／１,３３３）であった。

【薬効薬理】
１．抗ブラディキニン作用
モルモット摘出回腸片を使用した Schultz‐dale 法によるブ
ラディキニンの収縮作用に対し、本薬は０.１�／mLの低
濃度で拮抗がみられ、１～２�／mLではほとんど１００％
に近い緩解効果を示す。 （�）

２．遅延作用物質に対する拮抗作用
遅延作用物質によるモルモット摘出回腸の収縮に対し、
本薬は４�／mLで部分的に拮抗を示す。 （�）
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抗ヒスタミン剤

〈塩酸ホモクロルシクリジン製剤〉

〔貯 法〕 室温保存
開封後は光を遮り、湿気を避けて保存すること（光及
び高温・高湿で変色することがある。）

〔使用期限〕 外箱又はラベルに表示の使用期限内に使用すること。
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３．抗ヒスタミン、抗セロトニン、抗アセチルコリン作用
モルモット摘出回腸片を使用した Schultz‐dale 法によるヒ
スタミン、セロトニン、アセチルコリンの収縮作用に対
し、本薬はヒスタミンには０.１�／mL、セロトニン、アセ
チルコリンには１�／mLで１００％の緩解効果を示す。（�）

４．アナフィラキシー防御効果
モルモットの受動性アナフィラキシーは、本薬２０�／�
の腹腔内投与で防御される。 （�）

【有効成分に関する理化学的知見】
一 般 名：塩酸ホモクロルシクリジン

（Homochlorcyclizine Hydrochloride）
化 学 名：１‐［（RS）‐（４‐Chlorophenyl）（phenyl）methyl］‐４‐

methyl‐１,４‐diazepine dihydrochloride
分 子 式：C１９H２３ClN２・２HCl
分 子 量：３８７.７７
構 造 式：

物理化学的性状：
塩酸ホモクロルシクリジンは白色～微褐色の結
晶又は粉末で、においはない。
本品は水に極めて溶けやすく、酢酸（１００）に溶け
やすく、メタノール又はエタノール（９５）にやや
溶けやすく、無水酢酸に極めて溶けにくく、ジ
エチルエーテルにほとんど溶けない。
本品は吸湿性である。

融 点：約２２７℃（分解）

【包 装】
ホモクロミン錠 ……………１００錠（PTP）・１,０００錠（PTP・バラ）
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